
第 1回横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ 

指定管理者選定評価委員会 

次 第 

日時：令和２年８月 12日（火） 

14時 00分から 16 時 00分まで 

場所：横浜市役所 18階 みなと 11会議室 

１ 開会 

２ 各委員・事務局職員の紹介 

３ 委員長及び委員長職務代理者の選出について 

４ 議題 

（１）選定スケジュール

（２）施設概要について

（３）公募要項等について

（４）選定方法と審査基準について

５ 閉会 

＜資料＞ 

資料１ 委員名簿 

資料２ 横浜市高齢者保養研修施設指定管理者の候補者の選定等に関する要綱 

資料３ 横浜市高齢者保養研修施設指定管理者選定委員会運営要綱 

資料４ 横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ指定管理者選定スケジュール 

資料５ 横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆの概要について 
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令和2年8月12日

（敬称略）

団体名（役職名） 委員名 ふりがな

中小企業診断士 上野　可南子 うえの　かなこ

鶴見区老人クラブ連合会会長 烏田　次雄 からすだ　つぎお

さわやかスポーツ研究所所長 坂田　公一 さかた　こういち

横浜商科大学商学部教授 佐々　　徹 さっさ　とおる

鶴見区保健活動推進委員会会長 増子　眞智子 ましこ　まちこ

横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ
指定管理者選定評価委員会委員　委員名簿（50音順）



 

 

横浜市高齢者保養研修施設指定管理者の候補者の選定等に関する要綱 

 

制定 平成 27年３月 24日 健高健第 1083号（局長決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市高齢者保養研修施設条例（平成 8年 3月条例第 11号。以

下「条例」という。）第 6 条に規定する横浜市高齢者保養研修施設指定候補者（指

定管理者の候補者をいう。以下同じ。）の選定（以下「選定」という。）を適正に実

施するための手続等を定める。 

２ 選定は、公平性及び透明性を確保して実施しなければならない。 

（選定） 

第２条 選定は、応募の期間を定めた公募により実施する。 

２ 前項の公募を行った結果、応募の期間内に資格を満たす応募者がなかった場合に

は、公募要項の再検討等を実施した上で再公募を行うものとする。 

３ 前項の再公募によっても資格を満たす応募者がなかった場合には、市長は非公募

により選定を行うことができる。 

４ 市長は、条例第 13条第 1項に規定する横浜市高齢者保養研修施設指定管理者選定

評価委員会（以下「委員会」という。）の意見を尊重して選定を行わなければなら

ない。 

５ ２団体以上の応募があった場合には、市長は、委員会の意見を尊重して次点候補

者（指定候補者を指定管理者として指定できない事情がある場合において、当該指

定できない候補者に代わって指定候補者となるべき者をいう。以下同じ。）の決定

を行わなければならない。 

（選定基準） 

第３条 選定は、別に定める選定基準に基づき実施する。 

２ 選定基準は、条例に定められた施設の設置目的を最も効果的に達成することがで

きるよう定める。 

３ 市長は、前項の選定基準については、委員会の意見を尊重して定めなければなら

ない。 

（申請書等） 

第４条 指定管理者の指定を受けようとする者は、あらかじめ市長が定める期日まで

に、横浜市高齢者保養研修条例施行規則（平成 8 年 7 月横浜市規則第 64 号）及び

別に公募要項に定める提出書類を、市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、必要に応じて、前項の規定により提出を受けた書類の一部又は全部を委

員会に提供する。 

（選定の公表及び報告） 
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第５条 市長は、選定（次点候補者の決定を含む。）をしたときは、速やかに当該結果

を応募団体に通知するとともに、その結果を公表する。 

（指定管理者の指定に係る手続） 

第６条 市長は、指定管理者の指定に係る議案が議会において議決されたときは、速

やかに指定候補者に対して指定の通知を行うとともに、条例第7条の規定に基づき、

公告を行うものとする。 

２ 指定管理者に指定された者と市長は、指定管理業務に関する協定を締結する。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 27年３月 24日から施行する。 

（要綱の廃止） 

２横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆの指定管理者の選定等に関する要綱（平成 22

年 2月 22日健高健第 1117号）は廃止する。 



横浜市高齢者保養研修施設指定管理者選定評価委員会運営要綱 

制定 平成 24年３月 23日 健高健第 1207号（局長決裁） 

最近改正 平成 26年 9月 18日 健高健第 626号（局長決裁） 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市高齢者保養研修施設条例（平成８年３月横浜市条例第 11

号）第 13 条第３項の規定に基づき、横浜市高齢者保養研修施設指定管理者選定評

価委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

 （担任事務） 

第２条 委員会は、横浜市高齢者保養研修施設指定候補者（指定管理者の候補者をい

う。以下同じ。）の選定（以下「選定」という。）、指定管理者による横浜市高齢者

保養研修施設ふれーゆの管理の業務に係る評価（以下「評価」という。）等に関し、

次の事項について調査審議し、市長に意見を述べる。 

(1) 選定手続の細目

(2) 選定基準

(3) 公募要項

(4) 選定及び次点候補者（指定候補者を指定管理者として指定できない事情がある

場合において、当該指定できない候補者に代わって指定候補者となるべき者をい

う。以下同じ。）の決定

(5) 評価基準

(6) 評価の決定

(7) 指定管理者の指定の取消し

(8) その他市長が選定、評価等について必要と認める事項

 （委員） 

第３条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 施設経営の実務に詳しい者

(2) 高齢者の健康づくりに詳しい者

(3) 学識経験者

(4) その他市長が必要と認める者

２ 委員に、委員としてふさわしくない非行事由があったと市長が認める場合は、市

長はその職を解くものとする。 

３ 委員の氏名及び役職等は公募要項等に掲載する。 

 （委員の責務） 

第４条 委員は、第２条に定める職務を常に公正、公平に行わなければならない。 

２ 委員は、直接間接を問わず、応募団体及び応募することが見込まれる団体の関係

者と、選定に関して接触してはならない。 

３ 前項の接触が判明したときは、委員会は委員が接触した団体を選考対象外とする。 

４ 委員は、委員会を通じて知り得た情報をその職を退いた後も洩らしてはならない。
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ただし、横浜市又は委員会が公表した情報については、この限りではない。 

５ 前項の規定は、委員会に出席した者（委員及び会議が公開されている場合におけ

る傍聴者を除く。）について準用する。 

 

 （委員の任期） 

第５条 委員の任期は、5年とする。ただし、特別の事情があると認められる場合は、

任期を別に定めることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

３ 委員は再任されることができる。 

４ 委員は任期の途中であっても、市長に申し出ることで、辞退することができる 

 

 （委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名

する委員がその職務を代理する。 

 

 （議事） 

第７条 委員会の会議は委員長が招集する。ただし、委員の任期が満了した後第６条

第１項の規定により委員長を定めるまでの間は、市長が招集する。 

２ 委員長は、委員会の会議の議長となる。 

３ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

４ 委員会の会議の議事は、出席した委員（議長を除く。）の過半数で決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。 

５ 委員長は、委員会において必要があると認めるときは、関係者の出席を求めてそ

の意見若しくは説明を聴き、又は関係者から資料の提出を求めることができる。 

 

 （作業部会） 

第８条 委員会は、必要があると認める場合には、作業部会を置くことができる。 

 

 （会議の公開） 

第９条 委員会の会議は、横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年 2

月横浜市条例第１号）第 31 条の規定に基づき、公開するものとする。ただし、同

条ただし書に該当する場合は、委員会の決定により非公開とすることができる。 

 

 （報告） 

第 10 条 委員会は、選定（次点候補者の決定を含む。）、評価の決定等を行ったとき

は、速やかに当該結果を市長に報告する。 

 

 （庶務） 

第 11条 委員会の庶務は、健康福祉局高齢健康福祉課において行う。 



 

 （委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が委

員会に諮って定める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 

 （要綱の廃止） 

２ 横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ指定管理者選定委員会運営要綱（平成 22 年

２月 22日健高健第 1117号）は廃止する。 

 （経過措置） 

３ この要綱の施行後最初に開催する委員会は、第７条第１項本文の規定にかかわら

ず、市長が招集する。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成 26年 9月 18日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行日より前の委員の任期については、なお従前の例による 

 

 

 



2020/8/12（水）

2020/8/18（火）

～９/28（月）

2020/９/29（火）～
９月30日(水)

12月

2月

2020/10/26（月）

指定管理の基本協定締結

選定結果の報告・公表

選定結果の受理

2020/10/30（金）

2020/10/29（木）

第２回委員会
審査・選定（書類審査/プレゼン

テーション）

応募書類提出 応募書類受理

公募要項　公表

第１回委員会
公募要項について審議

選定結果の報告受理

指定管理者の指定（市会議決）
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横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆ　指定管理者選定スケジュール
（公募期間は6週間）

【指定管理者選定委員会】 【応募者】 【事務局】

8月27日（木）～８月28日（金） 現地見学会

8月31日（月）～９月２日（水） 公募に関する質問受付
９月16日（水）(予定） 公募に関する質問回答



 

 

横浜市高齢者保養研修施設ふれーゆの概要について 

１ 設置目的  

保養、研修等の場及び機会を提供することにより、高齢者の健康を増進し、社会参加を促進すると

ともに、高齢者その他の市民相互の交流を図り、もって高齢者の福祉の向上に寄与すること  

 

２ 所在地  

横浜市鶴見区末広町 1丁目 15番地の２（工業専用地域） 

 

３ 開館年月日  

平成８年７月 10日  

 

４ 施設規模 

敷地面積 約 17,215㎡ 延べ床面積 7,630㎡ 建築面積 4,192㎡ 

構造 鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造)３階建  

 

５ 施設内容  

温水プール（25m×４、流水プール、子供プール、クアプール、ジャグジー） 

大浴場（全身浴、つぼ湯、寝湯、ぬる湯、低温サウナ） 

展示温室、多目的室、大広間、軽食喫茶室、駐車場 ほか  

 

６ 開館時間等  

(1) 開館時間  

ア ４月～９月   午前９時から午後９時まで 

イ 10月～翌３月  午前９時から午後８時まで 

※ ただし市長が必要であると認める場合は変更することができます。  

(2) 休館日  

年末年始（12月 30日から１月２日まで）、施設点検日及び資源循環局鶴見工場施設点検日  

（高齢者保養研修施設条例施行規則上、年末年始の休館日は 12 月 30 日から１月６日と規定さ

れていますが、指定管理者の申請により変更しています。） 

 

７ 利用料金 

種別 単位  高齢者 大人 子供 

プール １人２時間 個人 500円 800円 300円 
団体 400円 700円 200円 

大浴場 １人１回 個人 500円 800円 300円 
団体 400円 700円 200円 

セット プール・大浴場 個人・団体 800円 1,400円 400円 
更衣室ロッカー １回 大型200円、小型100円 

駐車場 １台、１時間 大型車600円、その他200円 
 

８ 利用実績 

年度 
利用者数 利用区分別内訳 

プール 大浴場 合計 高齢者 大人 子供 介助 
29 年度 182,307 91,797 289,648 81,180 97,215 96,709  
30 年度 186,142 92,082 278,224 78,684 95,847 94,378 9,315 
31 年度 172,104 80,468 252,572 67,754 87,861 88,114 8,843 
  

９ その他 

・隣接する横浜市資源循環局鶴見工場からの余熱及び発電電力を利用して運営されています。 
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